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愛
好
者
に
と
っ
て
は
、待
ち
に
待
っ
た
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。町
内
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
が
、
４
月
下
旬
か
ら
５
月
中
旬
に
か
け
て

続
々
と
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は

本
格
的
な
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、気
軽
な
遊
び
感
覚
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
で
、３
世
代
交
流
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
注
目
さ

①

別
河
川
敷
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

36
ホ
ー
ル　

パ
ー
１
３
２
／
５
月
中
旬

②
川
湯
温
泉
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

18
ホ
ー
ル　

パ
ー
66
／
５
月
上
旬

③
９
○
○
草
原
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

36
ホ
ー
ル　

パ
ー
１
３
２
／
５
月
中
旬

④
川
湯
駅
前
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

�

18
ホ
ー
ル　

パ
ー
66
・
平
坦
コ
ー
ス（
車
い
す

利
用
可
）９
ホ
ー
ル　

パ
ー
33
／
５
月
上
旬

⑤
美
留
和
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

18
ホ
ー
ル　

パ
ー
66
／
５
月
中
旬

⑥
屈
斜
路
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

18
ホ
ー
ル　

パ
ー
66
／
５
月
上
旬

⑦
奥
春
別
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

18
ホ
ー
ル　

パ
ー
66
／
４
月
21
日
㈯

※�

気
象
条
件
に
よ
り
、予
定
よ
り
遅
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

❑�

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
問
い
合
わ
せ
先
／
役

場
町
民
課
町
民
相
談
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３

　

４（
課
直
通
）ま
で
。

❑�

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
貸
し
出
し
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎
４
８
２
‐
２
９
４

　

８（
課
直
通
）ま
で
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン
予
定

  パーク
ゴルフ場
　　が

オープン
　します
　　

れ
て
い
ま
す
。愛
好
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、初
め

て
の
方
も
、ぜ
ひ
プ
レ
ー
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

※�

オ
ー
プ
ン
前
や
、期
間
終
了
後
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
使
用
は
、芝
の
生
育
に
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
の
で
、使
用
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

３
月
23
日
か
ら
石
川
県
で
行
わ
れ
た

第
37
回
全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
に
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
弟
子
屈

教
室
の
渡
辺
真
緒
さ
ん（
大
会
当
時
弟
子

屈
高
校
３
年
）、
高
石
麻
耶
さ
ん（
同
）、
中

山
遥
奈
さ
ん（
大
会
当
時
弟
子
屈
中
学
校

２
年
）、
中
谷
つ
か
さ
さ
ん（
同
）が
出
場
し

ま
し
た
。前
年
度
は
、
出
場
権
を
手
に
し

な
が
ら
震
災
の
影
響
で
大
会
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
大
会
で
は
、
北

海
道
の
代
表
と
し
て
真
剣
に
演
技
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

結
果
報
告
の
た
め
役
場
庁
舎
を
訪
れ

た
選
手
の
皆
さ
ん
に
、
德
永
町
長
、
小
林

教
育
長
は
、
高
校
を
卒
業
し
新
た
な
道
へ

進
む
渡
辺
さ
ん
、
高
石
さ
ん
に
「
今
回
の

大
会
出
場
ま
で
の
一
連
の
取
り
組
み
を

今
後
の
新
生
活
に
生
か
し
て
ほ
し
い
」
引

き
続
き
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
の
活
動
を
行

う
中
山
さ
ん
、
中
谷
さ
ん
に
は
「
次
の
大

会
に
も
出
場
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
ほ
し
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　

弟
子
屈
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
普
及
・
振
興
を
目
的
に
、

教
育
委
員
会
が
委
嘱
し
た
非
常
勤
職
員

で
す
。今
回
紹
介
す
る
委
員
は
、
５
月
１

日
か
ら
２
年
間
の
任
期
で
す
。

　

主
な
仕
事
は
、
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
お
手
伝
い

や
、
町
内
で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
行
事

へ
の
協
力
な
ど
で
す
。

❑
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
皆
さ
ん

（
順
不
同
・
敬
称
略
）


柏　

倉　

三
次
郎（
鈴
蘭
４
）


上　

村　

保　

範（
泉
３
）


小
杉
山　

有　

生（
泉
２
）


上　

枝　

優　

一（
中
央
２
）


山　

手　

新
太
郎（
泉
２
）


林　
　
　

哲　

平（
湯
の
島
１
）


更　

科　

知　

也（
高
栄
４
）


髙　

梨　

ひ
と
み（
湯
の
島
１
）


守　

屋　

結　

香（
泉
３
）


田　

中　

麻　

実（
美
里
５
）


中　

村　

恵
津
子（
泉
４
）


川　

堰　

清　

美（
川
湯
温
泉
）


目
々
澤　

智
恵
子（
鈴
蘭
３
）


熊　

谷　

幸　

枝（
高
栄
１
）


中　

村　

謙　

太（
泉
２
）


阿　

波　

克　

典（
泉
２
）

※�

弟
子
屈
町
体
育
指
導
委
員
の
名
称
が

「
弟
子
屈
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

右から中谷さん、中山さん、渡辺さん、高石さん

バトントワラー弟子屈教室

全日本バトントワリング
選手権大会に出場

▼
主
催
／
町
教
育
委
員
会

▼
日
時
／
５
月
24
日
㈭　

19
時
～
21
時

▼
場
所
／
弟
子
屈
消
防
署　

２
階
講
堂

▼
講
師
／
弟
子
屈
消
防
署
救
急
係

▼
対
象
／
一
般
町
民
の
方

▼
定
員
／
30
人

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
／
５
月
14
日
㈪

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

◆�

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
／
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
来
場
者
が
心
肺

停
止
に
よ
り
突
然
倒
れ
た
場
合
、
救
急

車
が
到
達
す
る
ま
で
の
数
分
間
が
生

死
を
分
け
ま
す
。Ａ
Ｅ
Ｄ
の
音
声
案
内

に
従
っ
て
使
え
ば
、
誰
に
で
も
簡
単
に

電
気
的
除
細
動「
電
気
シ
ョ
ッ
ク
」を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆�

貸
し
出
し
／
教
育
委
員
会
で
は
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
に
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。貸
し
出
し

は
、
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
講
習
会

を
過
去

２
年
以

内
に
受

講
さ
れ

た
方
が

対
象
と

な
り
ま

す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
説
明
会
と

心
肺
蘇
生
法
講
習
会
の
ご
案
内

昨年の講習会の様子

小
さ
な
掛
け
金

大
き
な
保
障

　

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
け
が
や
事
故
が

付
き
物
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。万
が
一
に
備
え「
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
」に
加
入
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

▼�

加
入
方
法
／
５
人
以
上
の
団
体
加

入
と
な
り
ま
す
。公
民
館
に
あ
る

所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
申
し
込

み
ま
す
。

▼�

保
険
対
象
期
間
／
平
成
24
年
４
月

１
日
～
平
成
25
年
３
月
31
日

▼�

保
険
料
／
一
般
的
な
保
険
料
は
、

高
校
生
以
上
１
千
８
５
０
円
、
中

学
生
以
下
８
０
０
円（
保
険
料
は
、

種
目
や
活
動
内
容
な
ど
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎
４
８

　

２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

堆肥やスラリーの散布にご理解とご協力をお願いします
　家畜排せつ物は、堆肥化（固体の肥料にすること）やスラリー処理（液体の肥料にすること）をすれば飼料作物や畑作に貴重

な有機質肥料となり、耕作地に散布還元することで、資源循環型の農業として環境負荷軽減にも役立ちます。

　しかし、堆肥化やスラリー処理、散布作業の際に強烈な臭気が発生することがあり、適切な堆肥化やスラリー処理、臭気低

減資材などの活用を行っても、臭気をなくすことはできません。臭気の抑制方法についてはいまだ確立できていませんが、

現在、町や農協、生産者など関係機関により弟子屈町家畜ふん尿臭気対

策協議会を組織して、家畜ふん尿を畑に散布する際の臭気抑制に向けた

検討や実証を行い、臭気抑制対策に努力しているところです。

　堆肥やスラリーの散布は、５月、７月、10月ころに集中して行われま

す。観光シーズンとも重なることから、町民の皆さんばかりではなく観

光客の方にも不快な思いやご迷惑をおかけしますが、農業にとって必要

不可欠なことから、ご理解とご協力をお願いします。

❑�問い合わせ先／弟子屈町家畜ふん尿臭気対策協議会（事務局／役場農

林課農政係☎４８２‐２９３６（課直通））

臭
気
抑
制
ス
ラ
リ
ー
散
布
機
の
実
証

実
験
の
様
子（
鶴
居
村
）

❑
全
道
大
会
結
果（
敬
称
略
）

▼�

第
21
回
北
海
道
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
優
秀
選
手
選
抜
大
会（
３
月
25
日
か

ら
芦
別
市
）▽
笛
木
鮮
・
佐
藤
瑞
希
・
小

野
寺
宏
太（
大
会
当
時
弟
子
屈
中
学
校

１
年
）
　

２
回
戦
敗
退

み
ん
な
の
活
躍
を
紹
介


